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毎
年
7
月
を
強
調
月
間
と
し
て
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
い
て
い
こ
う

と
、
今
年
で　

回
目
と
な
る
「
社
会

57

を
明
る
く
す
る
運
動
」
が
全
国
的
に

展
開
さ
れ
た
７
月
９
日
、
北
後
志
で

は
関
係
者
に
よ
る
車
両
パ
レ
ー
ド
を

皮
切
り
に
、
各
町
村
へ
法
務
大
臣
及

び
北
海
道
知
事
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

伝
達
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

強
調
月
間
に
合
わ
せ
応
募
さ
れ
た
町

内
小
中
学
生
か
ら
の
１
６
１
点
の
標

語
・
作
文
の
中
か
ら
次
の
方
々
が
町

入
選
作
品
と
し
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

非
行
や
犯
罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

�

�

�

�

���������������������������

���������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������
�������	�
���

　平成19年度「緑の募金」運動については、今
年度も４月20日～６月30日までの72日間に
わたりまして、小、中学校や産業団体等、諸
団体のご協力をいただき、46，186円の募金を
いただくことができました。
　この募金は、（社）北海道森と緑の会へ寄付
し、町内の公共施設等の緑化推進に役立てら
れます。
　皆さんから寄せられたご好意は、さまざま
な「森や緑づくり」に活用させていただきま
すとともに、募金へのご協力に対しまして、
心より厚くお礼を申し上げます。
【積丹町国土緑化推進委員会

　積丹町長　益子　清美】

第57回

貸
金
業
者
の
取
引
履
歴
は

自
分
で
取
り
寄
せ
を

し
ま
し
ょ
う
。

　

当
事
務
所
に
は
、
多
数
の
債
務

整
理
の
相
談
や
依
頼
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
、
当

事
務
所
の
事
件
処
理
が
限
界
を
超

え
つ
つ
あ
り
、
ご
自
身
で
出
来
る

だ
け
手
続
は
進
め
て
戴
い
た
上

で
、
事
務
所
に
来
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

債
務
整
理
を
す
る
に
あ
た
り
、

何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
、
ご
自
身

と
貸
金
業
者
と
の
取
引
開
始
当
初
か

ら
の
取
引
履
歴
を
手
に
入
れ
る
こ
と

で
す
。
で
す
か
ら
、
取
引
履
歴
を
取

り
寄
せ
る
べ
く
、
債
務
整
理
を
開
始

す
る
通
知
書
（
手
紙
）
を
借
り
た
こ

と
の
あ
る
業
者
に
送
付
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
通
知
書
の
ひ
な

形
（
住
所
や
氏
名
の
み
を
記
入
す
れ

ば
完
成
す
る
も
の
）
は
、
事
務
所
で

用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
債
務
整

理
を
依
頼
し
た
い
と
お
考
え
の
方

は
、
ま
ず
は
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

債
務
整
理
開
始
通
知
書
を
送
る
こ

と
に
よ
り
、
２
週
間
か
ら
２
か
月
ほ

ど
で
、
ご
自
身
と
貸
金
業
者
と
の
取

引
履
歴
の
開
示
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
で
す
。

　

ま
た
、
ご
自
宅
に
パ
ソ
コ
ン
が
あ

る
方
は
、
取
り
寄
せ
た
取
引
履
歴
を

利
息
制
限
法
で
計
算
し
て
、
適
法
な

債
務
額
が
幾
ら
か
計
算
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
利
息
制
限
法
の
計
算
専

用
ソ
フ
ト
（
エ
ク
セ
ル
）
に
日
付
、

借
入
金
額
、
返
済
金
額
を
入
力
す

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
簡
単
に
計
算

で
き
る
は
ず
で
す
。
利
息
制
限
法

の
計
算
ソ
フ
ト
は
、
無
料
で
配
布

し
て
い
ま
す
の
で
、
事
務
所
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ご
自
身
で
取
引
履
歴
を
取
り
寄

せ
て
い
た
だ
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
入

力
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
事
務
所
が
混
み
合
っ
て
い
る

た
め
に
弁
護
士
の
も
と
に
行
く
時

期
が
遅
く
な
っ
て
も
、
ス
ム
ー
ズ

に
事
件
処
理
を
行
う
こ
と
が
可
能

と
な
る
と
思
い
ま
す
。
当
面
、
債

務
整
理
の
相
談
予
約
を
さ
れ
る
方

に
は
、
以
上
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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◆標語の部◆
【小学生】
金賞「君のため　手をさしのべる　仲間たち」 美国小４年　�����さん
銀賞「おかえりと　優しい声で　まつかぞく」 美国小２年　�����さん
銅賞「ひとりなやまず話してよ　ぼくたちみんなともだちだ」 美国小６年　�����くん
佳作「あいさつで　あかるくしよう　ぼくのまち」 日司小３年　�����くん
佳作「自分から　ごめんねいって　なかなおり」 　野塚小３年　�����さん
佳作「あいさつで　えがおあふれる　しゃこたんちょう」 余別小４年　�����さん
【中学生】
金賞「転んでも　手をさしのべる　友がいる」 美国中２年　�����さん
銀賞「「ありがとう」　その一言を　大切に」  美国中１年　�����さん
銅賞「広げよう　人と人との　笑顔の輪」 美国中３年　�����くん
佳作「あいさつは　人と人とを　結ぶ鍵」 美国中３年　�����さん

◆作文の部◆
【小学生】
金賞「笑顔」 美国小６年　�����さん
銀賞「笑顔」 美国小６年　�����くん
銅賞「いじめについて」 美国小６年　�����くん
佳作「ぼくの友達」 美国小６年　�����くん

【中学生】
入選「「言葉の意味」とは」  美国中１年　佐藤しいなさん
入選「失敗をおそれずに」 美国中２年　菊谷　静海さん
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　７月１日の入舸・日司・野塚地区を皮切りに、町内

の６つの地区で例大祭が行われました。

　奴行列やみこし、山車行列などいずれも昔から伝わ

る伝統行事で、地域一体となって特色あるお祭りがそ

れぞれ行われました。

　その様子を一部ですが写真で紹介します。




